
【
理
事
長
】

　
　
　
鈴
木
　
和
仁
（
新
）

【
専
務
理
事
】

　
　
　
八
重
樫
典
生
（
再
）

【
常
任
理
事
】

　
　
　
糸
田
　
英
基
（
新
）

　
　
　
神
長
ま
ゆ
み
（
再
）

　
　
　
菅
原
　
保
明
（
再
）

　
　
　
佐
藤
　
一
人
（
新
）

　
　
　
高
野
　
哲
哉
（
再
）

　
　
　
辻
野
　
末
次
（
再
）

　
　
　
八
重
樫
雅
恵
（
再
）

　
５
月
28
日
㈯
大
雪
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
に
て
、
第
５
６

回
道
北
勤
医
協
通
常
社
員
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
会
を
代
表
し
、
山
内

潔
理
事
長
が
開
会
挨
拶
。
そ

の
後
、
新
入
職
員
と
新
任
医

師
紹
介
、
来
賓
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
八
重
樫
典
生
専

務
理
事
が
次
の
よ
う
に
議
案

の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。「
今

総
会
は
戦
争
法
廃
止
２
千
万

人
署
名
の
大
運
動
、
熊
本
震

災
の
支
援
活
動
、
参
議
院
選

挙
直
前
と
い
う
緊
迫
し
た
情

勢
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
今
、『
戦
争
か
平

和
か
』『
貧
困
の
拡
大
か
社

会
保
障
の
拡
充
か
』
が
問
わ

れ
る
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て

い
ま
す
」
と
強
調
。
ま
た
、

熊
本
震
災
支
援
に
つ
い
て

は
、「
全
日
本
民
医
連
対
策

本
部
の
要
請
を
受
け
て
、
道

北
勤
医
協
で
は
、医
師
１
名
、

看
護
師
３
名
、
事
務
１
名
を

被
災
地
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

困
難
あ
れ
ば
、
い
の
ち
の
た

め
に
『
行
動
す
る
』
こ
れ
が

民
医
連
の
真
骨
頂
で
す
」
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
度
の
重
点
課

題
と
し
て
①
平
和
憲
法
を
守

り
、
戦
争
法
を
断
固
廃
止
す

る
事
、
②
無
差
別
平
等
の
地

域
包
括
ケ
ア
と
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
事
、
③
「
中
期
計

画
」
を
確
認
し
、
道
北
勤
医

協
の
経
営
を
守
る
事
の
三
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
に
経
営
改
善
に
向
け
た

中
期
計
画
に
お
い
て
は
、「
地

域
住
民
の
健
康
が
危
機
的
な

状
況
の
中
で
、
私
た
ち
が
こ

の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
医
療

と
介
護
を
展
開
し
て
い
く
の

か
と
い
う
点
が
そ
の
核
心
で

あ
り
ま
す
。
友
の
会
や
住
民

と
の
対
話
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
も
働
き
甲
斐
の
あ
る
事

業
と
し
て
進
め
て
い
く
事
が

大
切
で
す
。
困
難
が
あ
っ
て

も
、
こ
の
経
営
課
題
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
何
の
た
め

の
、
誰
の
た
め
の
経
営
活
動

な
の
か
を
深
め
合
う
事
が
重

要
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
私
た
ち
民
医
連

の
存
在
意
義
は
い
の
ち
を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
に
は

徹
底
的
に
抗
い
、
目
の
前
の

い
の
ち
に
対
し
て
は
徹
底
的

に
寄
り
添
い
守
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
２
０
１
６
年
度
も

道
北
勤
医
協
が
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
へ
さ
ら

に
輝
く
事
を
確
認
し
合
い
議

案
の
提
案
と
致
し
ま
す
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
８
つ
の
議
案

に
つ
い
て
、
採
択
で
は
す
べ

て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
新
理
事
長
に
鈴
木
和

仁
一
条
通
病
院
院
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
道
北

勤
医
協
顧
問
・
一
条
通
病
院

名
誉
院
長
に
、
萩
原
信
宏
元

理
事
長
、
山
内
潔
前
理
事
長

が
就
任
し
ま
し
た
。
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新
た
な
節
目
を
迎
え
た
道
北

勤
医
協
の
運
営
に
責
任
を
持

つ
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　「
道
北
の
医
療
変
革
め
ざ

し
て
歩
み
大
き
く
」
と
し
て

神
楽
の
地
か
ら
始
ま
っ
た
道

北
勤
医
協
は
現
在
、
医
療
と

介
護
の
複
合
体
と
し
て
発
展

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
相

次
ぐ
医
療
制
度
・
介
護
制
度

の
改
悪
の
中
で
、
私
た
ち
の

無
差
別
・
平
等
の
医
療
介
護

実
践
は
困
難
に
直
面
し
て
お

り
、
経
営
的
に
も
厳
し
い
局

面
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
道
北
勤
医
協
は
こ

れ
か
ら
も
、
格
差・貧
困・不

平
等
に
苦
し
む
人
々
に
と
っ

て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、社
員・

職
員
・
友
の
会
員
が
一
体
と

な
っ
て
、
医
療・介
護・福
祉

を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
運
動

を
進
め
る
こ
と
、
経
営
的
な

困
難
を
打
開
す
る
た
め
に
協

会
の
管
理
・
運
営
に
一
層
習

熟
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
新
理
事
会
が
先
頭
に
立
っ

て
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
・
平

和
を
守
る
活
動
を
進
め
る
こ

と
、
戦
争
法
廃
止
・
人
権
と

し
て
の
社
会
保
障
の
前
進
を

大
き
く
掲
げ
な
が
ら
、
総
会

方
針
の
全
面
実
践
に
取
り
組

む
こ
と
を
誓
い
ま
し
て
、
理

事
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
道
北
勤
医
協
第

56
回
通
常
社
員
総
会
に
て
、

山
内
潔
先
生
に
代
わ
り
、
新

し
く
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
協
会
創
立
40
周
年
、

新
一
条
通
病
院
完
成
な
ど
、

り
ま
し
た
。
７
期
14
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
支
え
て
く
だ

さ
り
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
14
年
の
間
、
様
々
な

課
題
に
直
面
し
て
き
ま
し

た
。
今
、
道
北
勤
医
協
が
抱

え
て
い
る
極
め
て
厳
し
い
経

営
問
題
も
、職
員
を
信
頼
し
、

団
結
を
図
り
、
友
の
会
と
共

同
で
取
り
組
め
ば
必
ず
解
決

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
道
北
勤
医
協
は
設

立
40
周
年
を
迎
え
、
そ
し
て

新
病
院
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
40
年
の
間
、
私
た
ち

は
一
貫
し
て
地
域
目
線
、
患

者
の
目
線
で
日
常
の
医
療
介

護
の
実
践
を
す
す
め
、
同
時

に
地
域
要
求
に
応
え
る
社
会

保
障
改
善
の
運
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
か
ら
の
道
北
勤
医
協
へ

の
信
頼
は
、
ま
さ
に
地
域
の

方
々
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
、
必
死
に
な
っ
て
活
動

を
続
け
て
き
た
こ
の
歴
史
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
た
な
理
事
長

を
中
心
に
こ
の
歴
史
を
発
展

的
に
継
承
し
、
地
域
全
体
を

視
野
に
入
れ
、
連
携
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
医
療
と
介
護
の
前

進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
支
援
を
新
理
事
長

に
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
て
、
理
事
長
退
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
０
２
年
に
、
渡
辺
前

理
事
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け

継
ぎ
、
理
事
長
の
任
に
つ
い

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
年
齢
的
、
体
力
的
な
問

題
か
ら
退
任
す
る
こ
と
に
な

山
内 

潔 

理
事
長
退
任
あ
い
さ
つ

鈴
木
和
仁 

新
理
事
長
あ
い
さ
つ

【
理
　
　
事
】

天
池
竜
彦（
再
）　
五
十
嵐
薫（
再
）

伊
藤
哲
二（
再
）　
大
久
保
啓
介（
再
）

帰
山
育
子（
新
）　
上
ヶ
嶋
哲
雄（
再
）

小
泉
洋
卓（
再
）　
斉
藤
俊
仁（
再
）

坂
牧
勉（
再
）　
　
佐
久
間
文
子（
新
）

三
瓶
峰
智（
再
）　
田
中
俊
美（
再
）

谷
知
己（
再
）　
　
谷
富
美
恵（
再
）

千
葉
達
哉（
新
）　
中
川
直
子（
再
）

仲
谷
了（
再
）　
　
西
野
誠（
再
）

平
間
信
雄（
再
）　
松
崎
道
幸（
再
）

百
瀬
浩（
元
）　
　
宮
永
ゆ
か
り（
再
）

山
本
由
美
子（
新
）

【
監
　
　
事
】

平
野
武
弘（
再
）　
山
田
富
雄（
再
）

清
水
建
夫（
新
）

新
役
員
の
紹
介

新
役
員
体
制
決
ま
る

鈴
木
和
仁
新
理
事
長
を
選
出

地域になくてはならない存在へ
いのち・平和を守る運動と中期計画の推進を
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４
月
25
日
か
ら
医
療
支
援

に
参
加
し
、
病
棟
の
夜
勤
業

務
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
災
地
域
で
は
、
余
震
も

あ
り
子
供
は
夜
が
怖
く
て
家

に
入
れ
な
い
、
退
院
可
能
患

者
の
行
き
先
が
無
く
避
難
所

へ
戻
る
し
か
な
い
現
状
で
し

た
。
老
人
保
健
施
設
で
は
友

の
会
が
中
心
と
な
り
、
自
力

で
炊
き
出
し
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
被
災
し
て
い
る
職
員

達
の
奮
闘
と
全
国
支
援
、
友

の
会
の
結
束
と
行
動
力
、
民

医
連
の
熱
い
思
い
を
十
分
感

じ
ら
れ
る
３
日
間
で
し
た
。

「
多
職
種
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

チ
ー
ム
医
療
を
深
く
学
ぶ

ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
を
中
心
に

患
者
の
立
場
に
立
っ
た
差
別

し
な
い
医
療
活
動
を
推
進

　
な
る
べ
く
新
し
い
知
識
や

実
践
を
学
ん
で
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
中
心
に
診
療
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
前
の
職
場
（
勤
医
協
札
幌

病
院
）
は
低
所
得
者
、
貧
困

層
が
多
い
地
域
に
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
診
療
内
容
に
お

金
の
あ
る
な
し
で
の
格
差
が

出
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
き

た
つ
も
り
で
す
。

　
診
療
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
治
療
が
う
ま
く
い

か
な
い
ケ
ー
ス
と
し
て
、
こ

ち
ら
の
意
図
が
通
じ
な
か
っ

た
り
、
難
し
い
要
求
を
す
る

家
族
も
い
ま
し
た
。
そ
う
い

っ
た
家
庭
で
は
子
ど
も
に
対

す
る
Ｄ
Ｖ
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
親
も
か

な
り
多
い
割
合
で
Ｄ
Ｖ
家
庭

に
育
ち
、
小
さ
い
頃
同
じ
目

に
あ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
、
そ
の
家
族
と
の
長
い
期

間
の
付
き
合
い
の
中
か
ら
判

明
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
っ

た
こ
と
で
す
。

残
り
の
医
師
人
生
を
新
た

な
目
標
で
ゼ
ロ
か
ら
作
っ

て
い
き
た
い

　
今
53
歳
で
、
医
師
人
生
残

り
３
分
の
１
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
考
え
た
時
に
、
新
し
い

地
域
で
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
、
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
新
し
い

も
の
を
作
っ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

　
着
任
間
も
な
い
の
で
、
ま

だ
ま
だ
道
北
で
ど
の
よ
う
に

診
療
し
て
い
く
か
の
具
体
像

は
つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

10
年
ス
パ
ン
で
み
た
と
き

に
、
少
子
化
と
高
齢
化
が
う

ま
く
か
み
合
う
よ
う
な
医
療

多くの職員が学習を深めた

活
動
が
で
き
な
い
か
と
漠
然

と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
が
ふ
れ

あ
え
る
地
域
作
り
を
様
々

な
連
携
で

　
少
子
化
と
高
齢
化
は
一
体

の
も
の
で
あ
っ
て
、
互
い
が

ふ
れ
あ
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
地
域

が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
と
高
齢
者
は
あ
る

意
味
、
別
分
野
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
を
交
流
す
る
こ
と

が
、
お
互
い
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
ま
ず

保
育
園
と
の
連
携
を
強
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
全
日
本
民
医
連
は
熊
本
地

震
の
発
生
直
後
か
ら
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
地

支
援
に
全
国
の
民
医
連
職
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
道
北
勤
医
協
も
４
月
25
日

か
ら
職
員
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
。
支
援
に
参
加
し
た
職

員
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

疲
弊
し
た
現
地
職
員
。避

難
所
や
車
か
ら
出
勤
も

本
部
総
務
部
　
菅
原
保
明
事
務

　
整
形
外
科
の
芳
賀
千
明
医

師
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
派
遣
先
と
な
っ
た
熊
本
民

医
連
く
わ
み
ず
病
院
で
は
職

員
の
３
分
の
１
が
自
宅
か
ら

出
勤
で
き
ず
に
、
避
難
所
や

車
中
泊
の
車
か
ら
出
勤
し
、

疲
弊
し
て
い
ま
し
た

　
現
地
で
は
下
か
ら
突
き
上

げ
る
余
震
が
続
く
中
、
地
域

の
友
の
会
員
の
全
戸
訪
問
を

担
当
し
ま
し
た
。
建
物
の
玄

関
先
に
は
黄
や
赤
の
紙
が
貼

ら
れ
危
険
度
区
分
が
さ
れ
て

お
り
、
被
害
が
大
き
か
っ
た

益
城
町
は
ど
こ
を
見
て
も
倒

壊
し
た
建
物
が
あ
り
、
心
痛

む
光
景
で
し
た
。

余
震
で
夜
が
怖
い
、退
院

患
者
が
避
難
所
へ

３
病
棟
　
鈴
木
ひ
ろ
み
看
護
師

「
チ
ー
ム
医
療
」
に
は
何
が

必
要
な
の
か
を
改
め
て
学
ぶ

こ
と
が
出
来
た
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
医
局
課
　
大
久
保
啓
介
）

に
つ
い
て
、
ゲ
ー
ム
を
交
え

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
単
純

に
職
種
の
専
門
性
を
発
揮
す

る
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
の

の
は
、
筑
波
大
学
附
属
病
院

の
春
田
淳
志
先
生
。
旭
川
医

大
出
身
の
元
民
医
連
奨
学
生

で
あ
り
、
大
学
で
医
療
者
教

育
・
専
門
職
連
携
教
育
を
研

究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　
医
療
現
場
に
お
い
て
職
種

間
の
連
携
の
大
切
さ
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

す
る
に
は
何
が
重
要
か
な
ど

　
４
月
28
日
、
医
師
、
看
護

師
、
リ
ハ
ビ
リ
技
師
、
医
療

相
談
員
、
検
査
技
師
な
ど

様
々
な
職
種
の
職
員
が
集

い
、
患
者
さ
ん
ケ
ア
を
多
く

の
職
種
が
協
力
し
て
行
う

「
チ
ー
ム
医
療
」
を
学
ぶ
多

職
種
連
携
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
講
師
を
務
め
ら
れ
た

クロスワードパズル 326
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ヨ
コ
の
か
ぎ
？

①
辣
韭
の
読
み
方
。

⑤
目
の
下
に
で
き
る
も
の

は
？
。

⑥
順
手
の
反
対
。

⑧
中
国
の
古
代
王
朝
。

⑨
筒
状
の
お
で
ん
の
具
。

⑪
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。

⑫
二
拝
二
〇
〇
〇
〇
一
拝
。

⑭
孟
蘭
〇
〇
。
〇
〇
脳
。

⑮
太
陽
暦
で
は
10
月
８
日
頃
。

 

タ
テ
の
か
ぎ
？

①
〇
〇
〇
〇
楽
座
。

②
家
内
。
女
房
。

③
復
興
〇
〇
〇
。
補
正
〇
〇

〇
。

④
昆
虫
が
、
さ
な
ぎ
や
幼
虫

か
ら
成
虫
に
な
る
こ
と
。

⑦
手
締
め
。

⑧
マ
〇
〇
〇
．
カ
タ
ク
チ
〇

〇
〇
。

⑩
新
青
森
か
ら
新
函
館
北
斗

ま
で
の
〇
〇
〇
が
北
海

道
新
幹
線
。

⑪
カ
エ
ル
の
子
は
カ
エ
ル
、

と
い
う
こ
と
。

⑬
短
歌
や
長
歌
な
ど
。

＝
応
募
方
法
＝

　
２
重
マ
ス
の
字
を
く
み
あ

わ
せ
て
、
あ
る
こ
と
ば
（
ヒ

ン
ト
参
照
）
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
答
え
は
、
ハ
ガ
キ
か
、
各

院
所
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」

に
、
お
名
前
、
住
所
を
記
入

の
う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き

ま
す
（tom

onokai@
dohok

u-kinikyo.or.jp

）。

　
抽
選
で
20
人
の
方
に
図
書

①

②

③

④ ⑤

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

◆
し
め
切
り
は
６
月
末
日
。

「
ご
意
見
」「
ご
要
望
」「
近

況
」
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

方
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

＝
あ
て
先
＝

　
郵
便
番
号
０
７
８
―
８
３

４
１
　
旭
川
市
東
光
１
条
１

丁
目
１
番
12
号
　
道
北
勤
医

協
　
本
部
　
社
保
組
織
部
。

　
４
月
号
の
答
え
は
「
入
学

式
」。
応
募
総
数
は
１
３
３

通
（
ハ
ガ
キ
76
通
・
メ
ー
ル

23
通
・
応
募
用
紙
34
通
）
で

し
た
。
20
人
の
方
が
当
選
し

ま
し
た
。

＝
当
選
者
＝
（
敬
称
略
）

　
岩
田
俊
二
、
大
内
勝
、
中

坪
知
津
子
、
新
田
隆
典
、
平

野
幸
恵
、
福
屋
み
ゆ
き
、
坂

東
と
き
よ
、三
浦
裕
季
子（
以

上
旭
川
市
）
河
合
浪
子
（
士

別
市
）岩
渕
暁
子（
美
瑛
町
）

田
中
久
男
（
和
寒
町
）
西
田

勝
枝（
鷹
栖
町
）竹
内
政
子
、

根
本
寿
子
、
山
田
美
恵
子
、

山
谷
喜
代
（
以
上
稚
内
市
）

宮
川
富
子
（
猿
払
村
）
秋
保

正
司
、
柳
郁
子
、
山
崎
恒
子

（
以
上
札
幌
市
）

６～７月が旬、赤い宝
石

ヒ
ン
ト

ユ オモニ
キザシ ヒシ
ン イカルガ
コクレン ツ
サ ミツバ

アキス ウカ

クロスワードパズル４月号解答

中
で
果
た
す
役
割
を

意
識
す
る
こ
と
が
学

べ
ま
し
た
」、「
普
段

と
は
異
な
る
視
点

で
、
職
種
間
連
携
を

認
識
出
来
ま
し
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
を
中
心
と
し
た

子
ど
も
と
高
齢
者
が
互
い
に

ふ
れ
あ
え
る
地
域
作
り
を
進
め
た
い

小
児
科 

久
保
田
知
樹 

医
師
に
聞
く

　

５
月
よ
り
一
条
通
病
院
に
着
任
さ
れ
た
久
保
田
知
樹
医
師
に
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
活

動
の
経
験
や
今
後
の
抱
負
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

全
国
の
民
医
連
が
熊
本
地
震
被
災
地
支
援
に
結
集

道
北
勤
医
協
も
４
／
25
か　

　
ら
職
員
派
遣

危険度を示す紙

倒壊寸前の家

地域訪問先の地図

アレルギー専門医の久保田医師



みんなの
医療講座

シリーズ

相
談
室
の
窓

きらり☆ナース
看護師の責任と
喜びを実感する日々

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

や
他
職
種
と
連
携
な
ど
不
慣

れ
な
こ
と
、
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

時
に
は
患
者
さ
ん
の
笑
顔
や

リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る
姿
に
元

気
や
勇
気
を
も
ら
い
、
看
護

師
と
し
て
喜
び
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
回
復
期
病
棟
の

一
員
と
し
て
、
退
院
後
の
生

活
を
見
据
え
た
看
護
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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一条クリニック　佐久間文子

あなたの薬、多すぎませんか？
～高齢者の薬のトラブル～

ど
の
よ
う
な
援
助
が
必

要
な
の
か
考
え
悩
み
、

看
護
職
の
責
任
の
重
さ

を
実
感
す
る
毎
日
で

す
。

　
ま
た
、
電
子
カ
ル
テ

し
て
同
じ
２
病
棟
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　
準
看
護
師
の
時
と
の
違
い

は
、
業
務
内
容
が
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
で
す
。
以
前
は

採
血
や
点
滴
、
患
者
さ
ん
対

応
が
中
心
で
し
た
が
、
今
は

先
輩
看
護
師
の
指
導
の
も

と
、担
当
部
屋
を
受
け
持
ち
、

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
担
当
部
屋
の
患
者
さ
ん
の

疾
患
や
健
康
状
態
、
内
服
薬

の
把
握
、
リ
ハ
ビ
リ
の
内
容

や
進
行
状
態
の
把
握
を
は
じ

め
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
が

抱
え
る
看
護
問
題
に
対
し
、

　
高
齢
に
な
る
と
多
く
の
病

気
を
合
併
し
、
飲
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
薬
が
と
て
も
増

え
ま
す
。
処
方
薬
が
６
種
類

以
上
に
な
る
と
、
副
作
用
を

起
こ
す
人
が
明
ら
か
に
増
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
老
化
に
よ
っ
て
薬
を

分
解
す
る
肝
臓
や
排
せ
つ
す

る
腎
臓
の
働
き
が
落
ち
る
た

め
、
薬
の
効
果
が
長
引
い
た

り
効
き
す
ぎ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
血
液
な
ど
の
水
分
、

脂
肪
、
タ
ン
パ
ク
質
の
量
が

変
化
す
る
た
め
体
内
の
薬
の

分
布
が
乱
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
予
期
し
な

い
薬
同
士
の
相
互
作
用
が
起

こ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
副
作
用
が
起

こ
る
リ
ス
ク
の
あ
る
も
の
は

「
潜
在
的
に
不
適
切
な
薬
剤
」

と
言
わ
れ
、
処
方
継
続
の
必

要
性
を
精
査
す
べ
き
と
欧
米

で
は
数
年
前
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
特
に「
処
方
の
連
鎖
」（
例

０
１
５
」を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
副
作
用
を
生
じ

や
す
い
75
歳
以
上
及
び
75
歳

以
下
で
も
要
介
護
状
態
の
高

齢
者
を
対
象
に
、
処
方
の
見

え
ば
Ａ
と
い
う
症
状
に
処
方

し
た
Ｂ
剤
で
Ｃ
と
い
う
副
作

用
が
生
じ
、
そ
れ
が
薬
の
副

作
用
と
思
わ
な
い
で
病
気
が

悪
化
し
た
と
考
え
て
さ
ら
に

Ｄ
剤
を
処
方
す
る
）
に
よ
り

多
く
の
薬
が
併
用
さ
れ
る
事

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対

し
、
日
本
老
年
医
学
会
が
昨

年
末
に
「
高
齢
者
の
安
全
な

薬
物
療
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２

い
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治

療
薬
の
ド
ネ
ぺ
ジ
ル
な
ど
で

も
嘔
気
な
ど
の
消
化
器
症
状

が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

３
）�脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の

予
防
に
使
う
抗
血
栓
薬

　
血
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
血

管
に
血
栓
な
ど
を
詰
ま
ら
せ

な
い
よ
う
に
す
る
半
面
、
出

血
を
起
こ
し
や
す
く
、
胃
や

大
腸
な
ど
の
消
化
管
出
血
や

脳
出
血
の
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

４
）�低
血
糖
を
起
こ
し
や
す

い
糖
尿
病
治
療
薬（
イ
ン

ス
リ
ン
製
剤
や
内
服
薬
）

　
高
齢
者
で
は
典
型
的
な
低

血
糖
症
状
（
冷
汗
、
手
の
震

え
、
動
悸
な
ど
）
が
分
か
り

に
く
く
、
認
知
症
症
状
に
似

た
症
状
な
ど
が
出
た
り
し
ま

す
。
低
血
糖
に
よ
っ
て
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
の
危
険
性
も

高
く
な
り
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
は
80
歳
の
女
性
、

旦
那
さ
ん
と
二
人
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
さ

に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
旦
那

さ
ん
は
心
配
に
な
り
散
歩
道

を
探
し
ま
し
た
が
、
行
方
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
旦
那
さ
ん

は
悩
ん
だ
末
、
警
察
に
通
報

し
、
Ａ
さ
ん
が
自
宅
か
ら
出

て
２
時
間
過
ぎ
た
頃
、
自
力

で
自
宅
に
戻
っ
て
き
た
の
で

す
。
季
節
は
秋
の
肌
寒
い
時

期
で
、
Ａ
さ
ん
の
身
体
は
冷

え
切
り
、
疲
れ
た
表
情
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
数
日
後
、
Ａ
さ
ん
の
自
宅

近
く
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ス
ト
ア
ー
に
行
く
と
、

Ａ
さ
ん
は
迷
子
中
に
店
員
さ

ん
に
「
こ
こ
は
ど
こ
？
住
所

は
…
」
と
立
ち
寄
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
店

員
さ
ん
は
対
応
の
仕
方
が
わ

か
ら
ず
困
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
認
知
症

等
で
記
憶
・
判
断
力
の
低
下

に
よ
り
自
宅
に
帰
れ
な
い
方

の
た
め
に
、各
関
係
機
関（
警

察
・
市
町
村
・
消
防
署
・
高
齢

者
介
護
支
援
事
業
所
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ハ
イ

ヤ
ー
会
社
・
ラ
ジ
オ
局
等
）

が
協
力
し
、
捜
索
す
る
「
Ｓ

Ｏ
Ｓ
や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
い
う
支
援
シ
ス
テ
ム

が
あ
り
ま
す
。
連
絡
先
は
警

察
署
や
最
寄
り
の
交
番
等
で

す
。「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
や
ま
び
こ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
知
ら
な
い

方
、
利
用
を
躊
躇
す
る
方
が

い
る
た
め
、
捜
索
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
や
ま

一条通病院２病棟　西尾　理香

れ
、
最
近
は
財

布
や
通
帳
を
置

い
た
場
所
を
忘

れ
る
、
内
服
薬

を
飲
み
間
違
え
る
等
の
記
憶

力
に
問
題
が
出
始
め
て
い
ま

す
。

　
あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う

に
Ａ
さ
ん
は
一
人
で
散
歩
に

出
か
け
て
い
た
所
、
自
宅
の

帰
り
道
が
わ
か
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
20
分
く
ら
い
の
散

歩
が
１
時
間
過
ぎ
て
も
自
宅

び
こ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
利
用

と
と
も
に
地
域

住
民
に
よ
る
見

守
り
支
援
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
方
と
一
緒
に
認
知

症
の
見
守
り
支
援
に
つ
い

て
、
１
つ
１
つ
の
事
例
を
も

と
に
考
え
て
い
き
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

道
北
勤
医
協
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー

今
　
由
佳
里

１
）�ふ
ら
つ
き
・
転
倒
、認
知
機
能

低
下
な
ど
が
出
や
す
い
薬

　
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
薬

は
睡
眠
薬
と
し
て
、
あ
る
い

は
不
安
を
和
ら
げ
る
薬
と
し

て
処
方
頻
度
が
高
い
の
で
す

が
、
ふ
ら
つ
き
な
ど
の
症
状

が
出
や
す
く
可
能
な
限
り
使

用
を
控
え
る
べ
き
で
す
。
た

だ
し
、
急
に
中
止
す
る
と
不

眠
や
動
悸
、
吐
き
気
な
ど
の

離
脱
症
状
が
出
や
す
い
た
め

慎
重
に
減
ら
す
必
要
が
あ
り

ま
す

　
三
環
系
抗
う
つ
薬
や
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の
薬
、
ア
レ
ル

ギ
ー
薬
、
な
ど
で
も
認
知
症

と
紛
ら
わ
し
い
症
状
が
出
る

事
が
あ
り
ま
す
。

２
）�食
欲
低
下
な
ど
の
消
化

器
症
状
が
出
や
す
い
薬

　
骨
粗
鬆
症
薬
で
高
カ
ル
シ

ウ
ム
血
症
に
な
っ
た
り
、
心

不
全
な
ど
に
処
方
さ
れ
る
ジ

ゴ
シ
ン
に
よ
る
中
毒
、
あ
る

友
の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

（NHKテキスト「きょうの健康」2016年4月号より）

　
私
は
３
月
ま
で
、
一
条
通

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
回
復
病
棟

で
あ
る
２
病
棟
で
准
看
護

師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
び
看
護
師
国
家

試
験
に
合
格
し
、
看
護
師
と

「高齢者の安全な薬物療法ガイドライン2015」

　
以
上
、
簡
単
に
い
く
つ
か

例
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
他
の
薬
で
も
副
作
用
と
思

わ
れ
る
症
状
な
ど
が
出
た

ら
、
す
ぐ
に
主
治
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　
多
す
ぎ
る
薬
も
問
題
で
す

が
、
現
在
困
っ
て
い
る
症
状

に
対
し
て
出
さ
れ
て
い
る
薬

な
ど
を
、
副
作
用
へ
の
不
安

か
ら
自
己
判
断
で
中
断
し
て

し
ま
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

（
病
気
が
悪
化
し
ま
す
）。

　
生
活
習
慣
の
見
直
し
な
ど

で
も
薬
に
頼
ら
ず
に
症
状
が

改
善
す
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
不
安
な
事
が
あ
る
時
に

は
主
治
医
や
看
護
師
、
あ
る

い
は
か
か
り
つ
け
薬
局
の
薬

剤
師
な
ど
に
気
軽
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

直
し
を
検
討
す
べ
き

薬
剤
の
リ
ス
ト
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ん
が
多
い

病
気
を
中
心
に
、
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

薬
を
紹
介
し
ま
す
。

道 北 の 医 療第482号(3) 2016年６月１日



友の会
　だより
各地からのトピックス

(4)第482号2016年６月1日 道 北 の 医 療
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「道北の医療」

宅配しています
シ
リ
ー
ズ
�

友人たちから
慕われるまとめ役
豊岡西友の会　眞鍋久惠さん

極
的
で
す
。

　
健
康
法
は
早
寝
早
起

き
と
歩
く
こ
と
。
今
は

ど
こ
に
行
く
に
も
歩

き
、
１
日
１
万
歩
歩
い

て
い
た
頃
も
あ
っ
た
そ

う
で
、
道
北
の
医
療
の

配
達
も
朝
５
時
に
起
き
て
１

時
間
か
け
て
32
部
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
一
番
の
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ

で
、
団
地
内
や
地
域
の
会
館

に
出
向
き
、
友
人
た
ち
と
一

緒
に
得
意
の
演
歌
を
歌
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
ご
出
身
は
東
旭
川
米
飯

で
、
農
家
の
10
人
兄
弟
の
３

番
目
の
子
ど
も
と
し
て
育

ち
、
成
人
し
て
か
ら
は
木
材

店
で
職
人
と
し
て
男
性
に
負

け
ず
劣
ら
ず
働
い
て
、
定
年

フ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

美
容
と
健
康
の
為
、
ボ
ー
ル

を
追
っ
て
歩
け
歩
け
で
す
。

新
１
年
生
の
姿
に
感
激

旭
川
市

　
森
崎
　
優
子
さ
ん

　
我
が
家
の
お
隣
の
お
孫
さ

ん
が
ピ
カ
ピ
カ
の
新
１
年

生
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
見

て
い
た
の
で
、
そ
の
姿
に
感

激
し
ま
し
た
。
新
１
年
生
の

皆
様
、
車
に
気
を
つ
け
て
元

気
に
通
学
し
て
下
さ
い
ね
。

５
月
に
引
っ
越
し
ま
し
た

札
幌
市
　
関
　
美
津
子
さ
ん

　
５
月
に
住
み
な
れ
た
中
富

良
野
か
ら
札
幌
に
引
っ
越
し

ま
し
た
。「
道
北
の
医
療
」

は
続
け
て
読
み
ま
す
。
友
の

会
員
の
皆
さ
ん
と
強
い
「
き

ず
な
」
で
つ
な
が
っ
て
い
た

い
で
す
。

無
料
低
額
診
療
の
大
切
さ

名
寄
市
　
小
平
　
一
郎
さ
ん

　
命
を
守
る
事
業
に
感
激
し

て
い
ま
す
。
貧
困
格
差
が
拡

大
す
る
中
で
万
人
か
ら
支
持

さ
れ
る
取
り
組
み
で
す
。
喜

び
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
医
療
行
政
に
も
風
穴
を

あ
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
よ
い

で
す
ね
。

待
ち
に
待
っ
た
季
節
到
来

旭
川
市
　
田
代
　
君
子
さ
ん

　
雪
が
融
け
て
、
待
ち
に
待

っ
た
屋
外
で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
大
変
活
動
的
で
面
倒
見
が

よ
く
、
多
く
の
友
人
か
ら
慕

わ
れ
て
い
る
眞
鍋
さ
ん
は
、

お
住
ま
い
の
団
地
内
で
の
友

の
会
員
の
ま
と
め
役
に
な
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
を
誘
っ

て
友
の
会
活
動
に
参
加
し
た

り
、
入
会
の
声
か
け
や
新
た

な
配
布
人
探
し
な
ど
に
も
積

を
迎
え
ま
し
た
。

　
定
年
後
は
娘
さ
ん
の
育
児

の
手
伝
い
を
し
て
、
３
人
の

男
の
お
孫
さ
ん
を
大
変
可
愛

が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
お

孫
さ
ん
た
ち
は
大
き
く
な
っ

た
今
で
も
、
眞
鍋
さ
ん
の
お

顔
を
見
に
家
を
訪
れ
ま
す
。

　「
く
よ
く
よ
せ
ず
、
人
の

こ
と
を
悪
く
言
わ
な
い
こ

と
」。
眞
鍋
さ
ん
が
常
に
実

行
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ

が
ま
さ
に
お
人
柄
を
現
し
て

い
ま
す
。

充
実
の
総
会
・
学
習
・
交
流

　
晴
天
の
４
月
24
日
、
緑
ヶ

丘
友
の
会
総
会
・
交
流
会
が

場
所
は
深
川
市
「
ア
グ
リ
工

房
ま
あ
ぶ
」
に
て
行
わ
れ
、

25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
大
友
直
弘
会
長
の

あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
友

の
会
概
況
と
活
動
報
告
、
新

年
度
の
活
動
方
針
と
計
画
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
習
会
と
し
て
一

条
通
病
院
澤
野
広
治
事
務
主

任
か
ら
『
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い

て
』
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
美
味
し
い
食

事
を
囲
み
、
充
実
し
た
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
医
局
課
　
富
永
基
聖
）

緑
ヶ
丘
友
の
会
総
会

緑ヶ丘友の会の皆さん

末広の新役員の皆さん 全員の拍手で合併承認

　
４
月
24
日
、末
広
友
の
会
、

末
広
東
友
の
会
の
合
併
総
会

が
、
東
神
楽
町
花
神
楽
に
て

32
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、

２
つ
の
友
の
会
が
合
併
し
、

１
０
０
０
人
の
会
員
数
と
な

る「
末
広
友
の
会
」と
し
て
、

再
ス
タ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
末
広
地
域
は
こ
れ
ま
で
末

広
、
末
広
東
と
２
つ
の
地
域

に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
こ
の
間
、

末
広
東
友
の
会
が
役
員
さ
ん

の
病
気
等
で
役
員
体
制
が
維

持
で
き
ず
活
動
困
難
に
な
っ

て
い
た
た
め
、
末
広
、
末
広

東
の
両
友
の
会
役
員
が
相
談

し
、
２
つ
の
友
の
会
の
合
併

に
向
け
た
準
備
会
を
昨
年
11

月
に
発
足
。
両
地
域
の
友
の

会
員
さ
ん
へ
の
周
知
、
意
見

収
集
を
行
い
つ
つ
、
議
論
を

深
め
、
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
新
役
員
体
制
も

確
認
さ
れ
、
新
会
長
に
選
出

さ
れ
た
田
辺
八
郎
さ
ん
は

「
両
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た

新
た
な
役
員
体
制
が
で
き
ま

し
た
。
配
布
活
動
を
中
心
と

し
つ
つ
も
、
友
の
会
活
動
は

楽
し
い
こ
と
が
基
本
で
す
の

で
、
楽
し
い
友
の
会
活
動
を

旺
盛
に
進
め
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

報告に聞き入る東川総会

　
今
回
の
総
会
は
、
天
人
峡

「
し
き
し
ま
荘
」
で
友
の
会

員
29
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
議
事
で
は
福
田
丞
会
長
か

ら
「
会
員
の
顔
が
見
え
る
友

会
員
の
顔
が
見
え
る
友
の
会
に4/23

東
川
友
の
会
総
会

の
会
」
に
し
て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
75
歳
以

上
の
町
民
が
、
町
立
診
療
所

に
受
診
し
た
際
の
外
来
窓
口

負
担
が
無
料
に
な
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
台
湾
か
ら
来

た
日
本
語
研
修
生
の
飛
び
入

り
参
加
も
あ
り
、
国
際
色
豊

か
な
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
５
月
19
日
、
美
瑛
友
の
会

は
美
瑛
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
、
第
20
回
と
な
る
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
山
田
富
雄
会
長
は
「
20
回

目
の
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
現
在
は
会
員

数
も
４
０
０
人
を
超
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
形

で
健
康
を
守
る
活
動
を
皆
さ

ん
で
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
フ
マ
ネ
ッ
ト
や
一
条
通
病

院
か
ら
参
加
し
た
２
人
の
リ

ハ
ビ
リ
技
師
に
よ
る
認
知
症

予
防
の
健
康
体
操
な
ど
で
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
元

気
に
交
流
し
ま
し
た
。

美瑛は体操で認知症予防

春
の
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催
！

啓
明
友
の
会

啓明友の会の皆さん

森歩く豊岡東友の会

　
啓
明
友
の
会
は
５
月
２

日
、
嵐
山
の
北
邦
野
草
園
に

草
花
鑑
賞
に
向
か
い
、
18
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
暖
か
な
日
差
し
を
受
け

た
参
加
者
は
山
を
歩
き
な
が

ら
、
芽
吹
い
た
植
物
や
春
の

花
を
観
賞
。
黄
色
と
青
で
彩

ら
れ
た
花
畑
に
心
奪
わ
れ
た

様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
澄
み
き
っ
た
空
気

の
中
、
展
望
台
か
ら
は
雪
残

る
大
雪
の
山
々
が
く
っ
き
り

見
え
、
心
も
晴
れ
や
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
内
温
泉
施
設

に
移
動
し
、
山
歩
き
の
疲
れ

を
癒
し
ま
し
た
。

　
豊
岡
東
友
の
会
は
５
月
16

日
、
東
旭
川
の
21
世
紀
の
森

に
て
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
、
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
２
台
の
バ
ス
で
現
地
に
向

か
っ
た
参
加
者
は
、
早
く
歩

き
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い

る
様
子
。

　
到
着
後
、
入
念
な
準
備
体

操
と
記
念
撮
影
を
行
い
、
指

導
員
の
先
導
の
下
、
約
２
キ

ロ
の
コ
ー
ス
に
出
発
し
ま
し

た
。

　
森
に
は
所
々
に
桜
が
ま
だ

咲
い
て
お
り
、
目
も
癒
さ
れ

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま

し
た
。
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5/2

豊
岡
東
友
の
会

5/16

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
交
流

5/19

美
瑛
友
の
会
総
会

末
広
の
友
の
会
活
動
推
進
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
！

4/24

末
広
友
の
会
と
末
広
東
友
の
会
が
合
併
総
会


